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１．研究課題 

 

日本産ホソムシヒキ亜科（双翅目、ムシヒキアブ科）の分類学的研究 

 

２．共同研究者 

 

 

 

３．研究報告 

 

Ⅰ. 研究の目的 
ホソムシヒキ亜科は双翅目ムシヒキアブ科に属する一群で, 多くの種はホソムシヒキ属 Leptog

aster に含まれる. この属は世界から200種以上, 極地を除いた全生物地理区から知られており,

 日本からは7種が知られている (Dikow 2021). これら7種のそのほとんどが中国人研究者 Kai-L

ing Hsia によって新種として記載されたものである. 本亜科の分類学的研究は不十分で未記載

種・日本新記録種を含めると20種以上になると推定されていた (Nagatomi et al. 2002). しかし,

分類学的研究の必要性を指摘した永富昭（鹿児島大学名誉教授）は, 研究を行う矢先に志半ばで

逝去された. 結果, 日本のホソムシヒキ亜科には未知の種がいることがわかっていながら, その

全容は長らく未解明のままであった. 著者はこの研究を引き継ぎ, 日本産ホソムシヒキ亜科が日

本に何種生息しているのか, 特に日本産既知種の中でももっとも種数の多いホソムシヒキ属を中

心にそれらの分類学的所属を明らかにすることを目的に研究を開始した. 

 

Ⅱ. 研究の方法 
 国内外の収蔵機関で標本調査を行った. 本助成を受けて, 訪問したのは次の施設・博物館であ

る：北海道大学総合博物館；農研機構 農業環境変動研究センター；大阪市立自然史博物館；琉球

大学風樹館；上海昆虫博物館；中国科学院動物学研究所（北京）. 

このうち, 中国の2つの施設は Kai-Ling Hsia が記載した多くの日本産種の模式標本を含み, 

そして, 大阪自然史博には永富昭の収集した標本が収蔵されており, 特に重要なコレクションで

ある. 

 

Ⅲ. 研究結果 
標本調査の結果, 日本から記録のある種のほとんどの模式標本を検することができた. また, 

模式標本以外にも多数の標本を検することができた. その結果, 日本産の本亜科は現状で15種以

上の未記載種や日本未記録種が存在していることが判明した. これらは雄交尾器の形態, 中胸背

板の模様と色や後脚のカラーリングと形状などの形態的特徴で区別できる. 



 日本新記録となる種のうち, 1種だけ先行的に報告した. その概要は以下の通り：原色昆虫図鑑

III巻（北隆館）に掲載されていたミノモホソムシヒキ Leptogaster minomensis Matsumura につ

いてタイプ標本（北大収蔵）と図鑑で使用された標本を検討した結果, 中国天目山で採集された

標本をもとに新種記載された L. humeralis (Hsia) （上海昆虫博物館収蔵）であることが判明し

た (Kuroda & Yamasako 2020). 

また, 助成を受けるという幸運に続き, 標本調査で訪れた北海道で昼行性の昆虫であるムシヒ

キアブの薄暮や薄暗い環境下での採餌行動の観察記録 (Kuroda 2020) と琉球大学風樹間での標

本調査から宮古島から新記録のムシヒキアブの一種を見出す (Yamasako & Kuroda 2020) という

副産物的成果も挙げられた. 

 

Ⅳ. 考察 
Nagatomi et al. (2002) で日本産種は20種以上になるとされていた. 今回の研究で15種前後の

未記載種・未記録種を確認することができたため, 既知の13種や同物異名のものも含めると最終

的な日本産種はおおよそ25種程度になると推測される. 中国の旧北区区域から14種, ロシアから

は18種が知られているが, どちらの地域も未調査の地域や研究が遅れているため, 研究が進めば,

日本と同程度か, それ以上の種数が生息することが明らかになるのではないだろうか. 
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Ⅵ. 今後の課題 
日本産のホソムシヒキ亜科, 特に最大の属であるホソムシヒキ属についてはおおよその概形を

把握できた. 今回, 明らかになった未記載・未記録種の形態的特徴を明らかにし, 分類学的再検

討の結果を発表する必要がある. また中国で模式標本を集中的に検討することができたのは, 主

にホソムシヒキ属であり,ほかの日本から記録のある属 (Ammophilomima, Lobus, Mesoletpogast
er) についても今後, 中国以外の国外に収蔵されている模式標本の検討を含め, 進めていく必要

がある. 

 


